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　　　　　　　　　　　　　そうそう、うんまい

　清津峡小学校では18日、敬老体験学習会を開きました。地区老人会の皆さんから手ほど

きを受け、1・2年生は縄ないを、3年生以上は“足中”を作りました。初めはぎこちなかった

手つきも、手とり足とりの指導のかいあって見事な作品に仕上がっていました。

ス
パ
イ
ウ
勺
イ
ヤ
は

　
　
　
　
使
用
禁
止
で
す

　
雪
道
や
凍
結
し
た
道
路
で
は
高

い
走
行
性
能
を
発
揮
す
る
ス
パ
イ

ク
タ
イ
ヤ
も
、
舗
装
道
路
が
む
き

出
し
に
な
れ
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

削
り
、
粉
じ
ん
を
巻
き
上
げ
る
「
道

路
の
凶
器
」
に
姿
を
変
え
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
装
着
率
の
高

い
地
域
で
は
、
横
断
歩
道
の
白
線

表
示
が
二
週
間
ほ
ど
で
消
え
て
し

ま
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉
じ
ん
が

生
活
公
害
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、

三
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
①
人
体
へ
悪
い
影
響
を
与
え

る
②
住
宅
な
ど
生
活
環
境
を
汚
染

す
る
③
道
路
を
傷
め
る
（
わ
だ
ち

掘
れ
）
な
ど
で
す
。

罰
金
は
十
万
円
以
下
で

刑
罰
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す

　
な
か
で
も
、
特
に
人
体
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
十
ミ
ク

ロ
ン
（
百
分
の
一
ミ
リ
）
以
下
の

粉
じ
ん
は
、
呼
吸
に
よ
っ
て
肺
の

中
に
入
り
込
み
ま
す
。
環
境
庁
の

実
験
で
は
、
長
時
問
粉
じ
ん
に
さ

ら
さ
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
肺
は
、
全
体

的
に
黒
く
変
色
し
て
し
ま
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
粉
じ
ん
に
は
、

道
路
表
示
ペ
イ
ン
ト
に
含
ま
れ
て

い
る
鉛
や
ク
ロ
ム
な
ど
も
混
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
肺
に
た
ま

れ
ば
、
健
康
を
脅
か
す
重
大
な
要

因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

製
造
と
販
売
が
相
次
い
で
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
国
で
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
、

平
成
二
年
六
月
に
「
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
粉
じ
ん
発
生
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
昨
年
四
月
か
ら
は

環
境
庁
長
官
が
指
定
す
る
地
域
で

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
が
禁
止

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
の
四

月
か
ら
（
実
質
的
に
は
こ
の
冬
か

ら
）
は
、
そ
の
違
反
者
に
は
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
罰
金
は
十
万
円
以
下
で
す

が
、
交
通
違
反
な
ど
の
行
政
罰
と

違
い
、
刑
罰
と
し
て
処
理
さ
れ
る

の
で
重
く
受
け
と
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
適
用
が
見
送

ら
れ
て
き
た
大
型
車
に
つ
い
て
も
、

平
成
五
年
四
月
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
が
使
用
禁
止
と
な
り
、
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
住
民
が
粉
じ
ん
の
な
い

環
境
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
違
反
を

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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生
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え
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家
庭
φ
強
サ
昧
方

　
受
験
生
に
と
っ
て
今
の
時
期
は
、

最
後
の
追
い
込
み
で
す
。
ね
じ
り

鉢
巻
き
で
、
机
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
　
『
方
で
保
護
者

の
皆
さ
ん
は
、
年
々
か
さ
む
受
験

料
や
入
学
金
な
ど
の
や
り
く
り
に
、

頭
を
悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
と
き
に
役
に
立
つ
の
が

国
が
扱
う
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
そ

の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
が
扱
う
教
育
口
ー
ン
は
、
受

験
生
の
い
る
家
庭
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
家
計
に
か
か
る
受
験
の

費
用
や
、
入
学
後
の
教
育
費
な
ど

の
負
担
を
、
少
し
で
も
軽
く
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
国
が
扱
う

教
育
口
ー
ン
に
は
、
国
民
金
融
公

庫
な
ど
が
取
り
扱
う
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
（
教
育
資
金
貸
付
）
」
と
雇

用
促
進
事
業
団
が
取
り
扱
う
「
が

く
ゆ
う
ロ
ー
ン
（
財
形
教
育
融
資
）
」

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内

膨
癬
一
バ
郡

ρ
、

塗
・

そ二父N

／

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
　
　
　
（
教
育
資
金
貸
付
）

　
「
国
の
教
育
口
ー
ン
」
は
、
国

民
金
融
公
庫
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。☆
利
用
で
き
る
万

　
高
校
や
大
学
な
ど
に
、
入
学
・

在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
ま
た
は

本
人
。

☆
融
資
額

　
学
生
ま
た
は
生
徒
一
人
に
つ
き

百
五
十
万
円
以
内
。

☆
貸
付
利
率

　
年
五
・
七
％
（
平
成
四
年
十
【

月
二
日
現
在
）
。

☆
返
済
期
間

　
高
校
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
は
五
年
以
内
。
大

学
や
高
等
専
門
学
校
な
ど
は
六
年

以
内
．

☆
使
い
み
ち

　
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と

ね
る
資
金
．

○
入
学
時
に
必
要
な
費
用

　
入
学
金
な
ど
の
学
校
納
付
金
、

受
験
費
用
、
そ
の
ほ
か
入
学
の
た

め
に
必
要
な
費
用
。

○
在
学
中
に
必
要
な
費
用

　
授
業
料
な
ど
の
学
校
納
付
金
、

下
宿
代
な
ど
住
居
に
要
す
る
費
用
、

通
学
に
必
要
な
交
通
費
。

☆
返
済
万
法

　
元
利
均
等
の
毎
月
払
い
（
ボ
ー

ナ
ス
月
に
、
増
額
返
済
も
で
き
ま

す
）
．

☆
取
り
扱
い
期
間

　
年
間
を
通
じ
て
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。

☆
申
し
込
み
先

　
国
民
金
融
公
庫
や
最
寄
り
の
金

融
機
関
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
同
様
の
制
度
と
し
て
、
郵
便
局

で
取
り
扱
っ
て
い
る
「
郵
貯
貸
付
」

が
あ
り
ま
す
．

　
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
郵

便
局
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
が
く
ゆ
う
ロ
ー
ン

　
　
　
　
（
財
形
教
育
融
資
）

　
財
形
貯
蓄
や
財
形
年
金
貯
蓄
、

財
形
住
宅
貯
蓄
を
し
て
い
る
勤
労

者
に
対
し
、
本
人
ま
た
は
子
弟
な

ど
の
進
学
・
修
学
に
必
要
な
資
金

を
融
資
す
る
も
の
で
す
。

☆
対
象
施
設

　
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、

盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学
校

の
高
等
部
、
職
業
訓
練
大
学
校
（
短

期
大
学
を
含
む
）
、
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
、
そ
の
ほ
か
各
省
庁
設
置
法

な
ど
に
よ
る
教
育
施
設
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校
（
企
業
研
修

施
設
以
外
の
教
育
施
設
で
、
中
学

校
卒
業
以
上
の
人
を
対
象
と
し
、

鯛、譲り

叢駐、1

修
学
期
間
が
六
カ
月
以
上
の
学
校

と
、
各
種
学
校
と
し
て
認
可
を
受

け
て
い
る
進
学
予
備
校
も
対
象
と

な
り
ま
す
）
．

☆
融
資
額

　
財
形
貯
蓄
残
高
の
五
倍
以
内

で
、
進
学
資
金
な
ら
三
百
万
円
（
入

学
時
）
ま
で
、
修
学
資
金
な
ら
百

五
十
万
円
（
在
学
中
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
穿
．

☆
貸
付
利
率

　
年
六
・
二
四
％
（
平
成
四
年
十

月
一
日
現
在
）
．

☆
返
済
期
間

　
六
年
以
内
。
た
だ
し
、
修
学
期

間
が
三
年
以
内
の
と
き
は
五
年
以

内
。☆
返
済
万
法

　
元
利
均
等
毎
月
払
い
（
ボ
ー
ナ

ス
月
の
増
額
返
済
も
で
き
ま
す
）
。

☆
申
し
込
み
先

　
銀
行
で
、
年
間
を
通
じ
て
い
つ

で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
惨

課
税
所
得
額
か
ら

控
除
“
れ
ま
す

　
所
得
税
の
年
末
調
整
が
行
わ
れ

る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
、
全
額
が
課
税
対
象
か

ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
四
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

一
年
間
に
納
め
た
す
べ
て
の
保
険

料
で
す
。
自
分
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
保
険
料
も
含
ま
れ

ま
す
し
、
免
除
期
間
の
追
納
保
険

料
や
昨
年
の
未
納
保
険
料
な
ど
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
給
与
所
得
者
で
該
当
す
る
方

は
、
年
末
調
整
の
際
に
忘
れ
ず
に

手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
四
年
の
保
険
料
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
納
め
た
金

額
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
役
場
の

国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

月
　
　
額

定
　
額

1～3月
岡．』ぐ’

9，000円

4～12月

　‘一　、、

軌知0円

付加保険料 400円

年
　
　
額

定額保険料
ム＞、　ひ0

114，300円

付加保険料 4，800円

定額＋付加
＿ケ　ー∫：、♂

119，』100円

2
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サ
う
リ
D
マ
シ
あ

　
　
　
　
　
確
定
申
告

　
大
部
分
の
サ
ラ
リ
！
マ
ン
は
、

年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
所

得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
場
合
な
ど
に
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。①
平
成
四
年
分
の
給
与
収
入
の
合

計
が
『
五
〇
〇
万
円
を
超
え
る
場

合
②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

円
を
超
え
る
場
合
③
給
与
の
支
払

を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る

場
合
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か

っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
二
〇
万
円
を
超
え

る
場
合

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要

の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
マ

イ
ポ
ー
ム
を
口
ー
ン
で
取
得
し
た

り
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
な
ど
に
は
、
確
定
申
告
を
す

る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ゑ

リ
ワ
D
卜
会
員
権
あ

強
引
な
勧
誘
に

御
注
意
！

　
最
近
、
新
潟
市
に
営
業
所
を
持

ち
、
県
内
で
営
業
活
動
を
し
て
い

る
リ
ゾ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員
権
販
売

業
者
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
目
立

っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
業
者
は
、
若
者
の
レ
ジ
ャ

ー
志
向
に
つ
け
こ
み
、
数
百
万
円

も
す
る
リ
ゾ
ー
ト
ク
一
フ
ブ
会
員
権

を
購
入
さ
せ
る
た
め
、
電
話
や
車

の
中
な
ど
で
長
時
間
執
拗
に
説
得

し
、
現
金
が
用
意
で
き
な
い
と
銀

行
に
同
行
し
た
り
、
自
社
関
連
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
さ
せ
た
り
し

て
、
　
一
括
契
約
を
さ
せ
ま
す
。
こ

う
し
て
手
に
入
れ
た
会
員
権
も
、

利
用
で
き
る
の
は
湯
沢
・
伊
豆
な

ど
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
『
室
だ
け
、

プ
ー
ル
・
テ
ニ
ス
コ
i
ト
も
付
近

の
県
営
施
設
で
別
料
金
だ
っ
た
り

で
、
金
額
に
見
合
っ
た
利
用
が
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　
ま
た
、
転
売
に
際
し
て
高
い
利

益
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
募

集
価
格
を
か
な
り
下
回
っ
て
も
売

却
は
難
し
い
の
が
実
態
で
す
。
解

約
を
申
し
出
て
も
言
を
左
右
に
し

て
、
な
か
な
か
応
じ
な
い
の
が
普

通
で
す
の
で
、
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
最
初
の
電
話
で

き
っ
ぱ
り
断
る
、
困
っ
た
ら
消
費

生
活
セ
ン
タ
！
（
暦
○
二
五
ー
二

八
五
－
四
一
九
六
番
）
に
相
談
す

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

緊
急
自
動
車
に

進
路
セ

譲
つ
て
く
だ
“
い

　
緊
急
自
動
車
（
消
防
車
、
救
急

車
等
）
が
近
づ
い
て
き
た
ら
、
車

輔
等
は
、
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付

近
に
お
い
て
は
交
差
点
を
避
け
て
、

道
路
の
左
側
に
寄
っ
て
【
時
停
止

を
し
、
そ
の
他
の
道
路
で
は
左
側

に
寄
っ
て
進
路
を
譲
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
緊
急
自
動
車
が
接
近

し
て
も
進
路
を
譲
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
り
、
　
一
刻
を
争
う
緊
急
業
務

に
支
障
を
来
た
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
自
動
車
が
近
づ
い
て
き
た

こ
と
を
知
っ
た
時
は
、
早
め
に
進

路
左
側
に
寄
つ
て
、
緊
急
自
動
車

に
進
路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

■環
○

村
民
卓
球
大
会

　
　
　
　
　
出
場
者
募
集

日
時
　
十
二
月
六
日
＠

　
　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時

場
所
　
村
民
体
育
館

種
目
　
小
・
中
掌
生
男
女

　
　
　
一
般
男
女

　
　
　
男
女
混
合
ダ
ブ
ル
ス

　
　
　
男
女
ダ
ブ
ル
ス

対
象
　
村
民
ま
た
は
、
村
内
に
勤

　
　
　
務
し
て
い
る
者

申
込
み
　
公
民
館
（
盈
六
三
f
二

　
　
　
　
四
九
三
番
）

　
　
　
　
村
山
婦
佐
江
さ
ん
（
六

　
　
　
　
三
ー
二
九
八
八
番
）
へ

申
込
期
日
　
十
一
月
三
十
日
㈲

建
設
的
な
ご
意
見

　
　
　
　
待
つ
て
い
ま
す

　
新
潟
県
で
は
、
県
民
か
ら
県
政

へ
の
建
設
的
な
意
見
・
要
望
・
提

案
を
求
め
る
た
め
に
、
”
知
事
へ
の

た
よ
り
”
葉
書
を
作
成
し
、
市
町

村
役
場
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の

た
よ
り
の
宛
先
は
県
知
事
と
な
っ

て
お
り
、
皆
さ
ん
が
日
頃
思
っ
て

い
る
意
見
・
要
望
な
ど
を
聞
き
、

県
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
．

　
村
に
配
布
さ
れ
た
の
は
十
枚
で
、

役
場
住
民
課
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー

の
上
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
有
効

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　　北陸地方3か月予報（朗～2月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年II月20日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方気象台発表
◎期間全体（12月～2月）

　まとまった寒気が大陸から南下して、冬型の気圧配置が強まる時期も

あるが、寒気の南下しにくい時期もあり、寒暖の変動が大きい。このた

め、冬を通しての降雪量は平年並だが、一時大雪となるおそれがある。

◎12月　ここ3年、12月は高温で、雪の少ない状態が続いていたが、今

年は前半を中心に寒気が南下しやすい。

　前半は寒気が南下しやすいため、雪や雨の降る日が多く、平野部でも

積雪となる所が多い。後半は、一時冬型の気圧配置となるが長続きせず、

寒さの緩む時期がある。

◎1角　／月は冬期間でも、最も大雪にみまわれやすい月であるが￥今

冬も冬型の気圧配置が強まり寒さの厳しい大雪となる時期がある。

平野部でも大雪のおそれがある。

◎2月　一時冬型の気圧配置となるが長続きせず寒さの緩む時期もあり、

寒暖の変動が大きいみこみる

天候予報のおおよそのイメージ

2月1月12月

冬型一一→一寒暖の変動が大きい

強まり　一時大雪のおそれ

←一一冬型

鯉
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　11目25日～12目11日
暮らしのカレンダー

25㈱ デュオコンサート　合uモール　019：30～

26㈲

2抽
心配ごと相談（根津敬）　合老人福祉センター　（D13：30～16：00

献血　合保健センター　∈）10：00～12：00、13：00～15：00

行政相談　合老人福祉センター　（D13：30～16：00

28ω 役場閉庁日

29（日）

30（月） 婦人対象講演会　合総合センター　（D19：30～21：00

1㈹ 2歳児歯科健診　合保健センター　013：00～

2㈱

3休）

4樹
人権週間（～10日まで）

心配ごと相談（村山篤稔）　合老人福祉センター　（D13：30～16：00

3歳児健診　合保健センター　013：00～

5ω

6（日）
村民卓蹴会鮒民体育館09：00～14：00

7（月） インフルエンザ　合保健センター　（D14：10～15：00

8㈹

9㈱

10㈲ 交通事故相談　合十日町市役所（D10：00～14：00

11働 心配ごと相談（山本ケン〉　合老人福祉センター　013：30～16：00

懸

※変更ずる場食がありまず。縫用の際は確認をお願櫛じまず。

纏

⑳大熊内科医院禅罐1

⑳上村病院響粥

⑳’津南病院簾謂

、　　　，　　￥￥秋昧￥￥の異名を持つ秋
1　　　　　　　　　　　　　　匿

ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　　iの魚といえば、そうサケで
1　　　　　　　　　　　　　　　匿

ロ　　　　　　　　　　　　　　し

i　　　iす。サケは￥秋になると生
ロ　　　　　　　　　　　　　　ロ

i鮭iまれ故郷の川こ戻り・そこ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　　　：で産卵します。北洋の海を
I　　　　　　　　　　　　　　　I

ほ　　　　　　　　　　　　　　ロ

ロ　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　　i　3～5年も回遊した後に￥
I　　　　　　　　　　　　　　　I

ド　　　　　　　　　　　　　　ロ

’　　　匿間違わずに故郷の川￥田川

に戻ってくることができる秘密は￥サ

ケの上アゴの鼻孔が川のにおいを感じ

とるからだといわれます。驚くべき自
　たまもの
然の賜物ですね。　　　　　　　　　，

　さて￥サケは調理法の大変豊富な魚

ですが￥どれか一つを選ぶならやはり

ルイベ￥という人が多いようです。

　ルイベとは￥アイヌ語で「容ける」

意のルイと、「魚」の工べがなまってで

きた語。冬の間．戸外に魚をつるし倉

凍するという￥北溜道ならではの自然

を利用した方法で保存したサケを、、刺

し身状に切ったものがルイベです。

　現在では￥人工的に冷凍されたもの

が多くなっていますが．舌の上でサケ

が溶けるときの￥ほのかな甘みはたま

らないおいしさです。脂の乗ったサケ

のルイベがテーブルをにぎわすように

なると、秋もいよいよ深まります。

今月の納税と振替日

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■固定資産税

■保育料

■水道料

（11月30日）

（11月25日）

（11月30日）

（11月30日）

（11月30日）
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